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　　　　　　　　畜産品および飼料、林産品　【出品申込受付期日】平成30年10月17日（水）
【出品物提出日】平成30年10月26日（金）　　　【詳　　細】最寄りの営農センターまで
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佐藤　鈴
す ず

ちゃん（平鹿・２歳）

　両親（父・康弘さん、母・里美さん）と祖父母
の５人家族。好きな食べ物は白いごはん。お母さ
んの作ったおにぎりが大好きです。今日は、お酒
になるお米を作っているお父さんの田んぼをお散
歩。トンボやバッタなどの生き物がたくさん。「み
んな、お友達になろうね！」

（撮影日９月15日）

　極上の日本酒を作る上で欠かすことのできない良

質な米。今年創立30周年を迎えたＪＡ秋田ふるさと

平鹿町酒米研究会は「天の戸」の銘柄で知られる地

元酒蔵・浅舞酒造㈱と契約。計36haの酒造好適米

（「吟の精」や「美郷錦」、「秋田酒こまち」、「美山錦」、

「星あかり」、「亀の尾」）を作付しています。平成30

年現在の会員は18人。切磋琢磨し合いながら品質向

上に努めています。

平鹿町酒米研究会



みなさんの声に
答えます

ＪＡ運営委
員会・秋季

支部座談会
Ｑ＆Ａ

　９月12日から14日にかけて開催した「秋季支部座談会」において寄せられたご意見やご要望、
ご質問について８月29日に行われた「第１回ＪＡ運営委員会」の質疑と合わせて回答いたします。

う
る
ち
米
概
算
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
は
２
段
階

に
分
け
て
支
払
わ
れ
る
と
の
事
。
２
次
概
算
金
に
つ
い
て
は
少
し

で
も
多
く
支
払
い
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
10
月
末
の
集
荷
数
量
を
基
準
と
し
、
作
況
、
集
荷
状
況
、
及
び

卸
・
実
需
と
の
相
対
価
格
を
考
慮
し
、
直
ち
に
２
次
概
算
金
の
支

払
い
を
実
施
致
し
ま
す
。
最
終
精
算
を
含
め
、
農
家
手
取
り
の
最
大
化
を

目
指
し
積
極
的
な
販
売
対
策
に
取
組
み
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ａ

肥
料
や
農
薬
の
取
り
扱
い
品
目
を
厳
選
し
、
主
力
品
目

の
価
格
を
下
げ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
「
平
成
31
年
度
用
営
農
資
材
申
込
書
」
に
も
記
載
し
て

お
り
ま
す
が
、
水
稲
用
肥
料
に
つ
い
て
は
11
品
目
に
し

ぼ
り
、
価
格
に
つ
い
て
も
後
戻
し
奨
励
で
な
く
購
入
時
に
し
っ

か
り
反
映
さ
せ
る
「
価
格
の
見
え
る
化
」
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
品
目
の
集
約
と
「
新
価
格
設
定
シ
ス
テ
ム
」
へ
と
順
次

切
り
替
え
を
す
す
め
、
価
格
の
引
き
下
げ
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 Ａ
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平
成
29
年
産
米
の
７
月
末
現
在
市
中
価
格
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

産
米
と
比
較
し
１
，
２
０
０
円
ほ
ど
下
落
し
１
４
，
２
０
０
円
程

度
で
取
引
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
だ
っ
た
。
現
在
は
、
作
付
出
来
る
圃ほ

場

に
は
で
き
る
だ
け
作
付
を
し
て
い
く
と
の
組
合
の
方
針
で
あ
る
が
、
価
格

の
変
動
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ｑ
４
月
に
入
り
、
市
況
の
価
格
は
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
概
算
金
を

決
定
す
る
際
に
は
、
あ
く
ま
で
も
年
間
を
通
し
て
の
加
重
平
均
を

基
に
積
算
致
し
ま
す
。
こ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
昨
年
並
み

の
概
算
金
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。
価
格
に
つ
い

て
は
、
国
の
方
針
も
、
系
統
内
で
も
年
産
に
よ
っ
て
あ
ま
り
ブ
レ
が
な
い

方
が
消
費
者
、
生
産
者
双
方
の
利
益
に
つ
な
が
り
ま
す
。
４
月
の
市
中
相

場
の
下
落
に
つ
い
て
も
加
重
平
均
の
中
で
考
え
ま
す
と
昨
年
並
み
に
な
る

こ
と
と
見
通
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ

　県産水稲種子の利用拡大に向け、高品質種子もみの生
産に努めている大雄採種圃

ほ

部会。９月６日に成熟期本審
査を実施し、視察した県担当者は「粒張りも良く、稲体
が健全に保たれ、良い種子もみが期待できる」と話した。

も
み
殻
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
で
対
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。

Ｑ
圃ほ

場
に
還
元
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
力
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
な
お
、
畜
産
課
で
は
畜
産
農
家
へ
の
斡あ

っ

旋せ
ん

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ａ

（
Ｊ
Ａ
運
営
委
員
会
で
の
質
問
）
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農
業
の
労
働
力
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
、
状
況
の
悪
化
が
加

速
化
し
て
く
る
と
思
う
が
、
Ｊ
Ａ
の
役
割
、
労
働
力
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｑ
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
は
労
働
力
不
足
の
課
題
に
対
し
て
、
生
産
者
と
働
き

手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
態
を
確
認
し
ま
す
と
、
依
頼
者
は
多
い
が
そ
れ
に
見
合
う
働
き
手
が

確
保
で
き
ず
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
を
依
頼
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
の
方
が
仕
事
を
選
ん
で
な
か

な
か
来
て
も
ら
え
な
い
と
言
う
の
が
現
状
の
様
で
す
。
労
働
力
不
足
に
関
し

て
は
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
農
家
も
大
変
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
の
担
い
手
支
援
室
と
市
の
農
林
部
と
で
新
規
に
人
材
バ

ン
ク
の
様
な
事
業
が
で
き
な
い
か
と
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ま
し
ば

ら
く
お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ

Ｊ
Ａ
運
営
委
員
会

　
Ｊ
Ａ
全
般
に
わ
た
り
、
広
く
意
見
を

聴
収
し
、
そ
れ
ら
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
委
員
会
。

組
合
長
及
び
常
勤
役
員
や
地
区
運
営
委

員
会
代
表
、
地
区
支
部
代
表
者
協
議
会

代
表
、
青
年
部
、
女
性
部
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
部
会
代
表
、
そ
の
他
組
合
長
が
必

要
と
認
め
た
者
で
構
成
す
る
。
事
業
計

画
、
事
業
報
告
、
運
営
方
針
、
事
業
推

進
方
針
等
Ｊ
Ａ
全
般
に
対
す
る
意
見
の

聴
求
、
協
力
要
請
、
協
同
活
動
や
事
業

運
営
課
題
の
検
討
を
行
う
。

黒
星
病
対
策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
現

状
な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く
組
合
員
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

Ｑ
リ
ン
ゴ
黒
星
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
が
主
体
と
な
り
、

平
成
30
年
７
月
20
日
に
「
リ
ン
ゴ
黒
星
病
緊
急
対
策
連
絡

協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
鹿
地
域
振
興
局

と
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
り
、
管
内
リ
ン
ゴ
園
地
す
べ
て
を
対
象
に
黒

星
病
の
発
生
調
査
を
行
い
、
現
在
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
最

中
で
す
。
今
後
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
防
除
対
策
等

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

Ａ

（
Ｊ
Ａ
運
営
委
員
会
で
の
質
問
）
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口
座
振
替
手
数
料
の
変
更
に
つ
い
て
理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ｑ
現
在
金
融
窓
口
で
の
各
種
取
引
は
秋
田
県
内
統
一
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
管
理
費
、
使
用
量
等
が

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
経
費
と
各
種
手
数
料
を
十
分
に
精
査
し
、
現

況
に
見
合
っ
た
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
振
替
手
数
料
を
含

め
た
一
部
手
数
料
に
つ
い
て
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
落
営
農
組
合
・

農
事
組
合
法
人
に
つ
き
ま
し
て
は
実
費
の
み
を
ご
負
担
い
た
だ
く
設
定
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
順
次
契
約
書
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
近
隣
Ｊ
Ａ
・
他
銀
行
等
で
も
同
様
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ 　秋季支部座談会は340会場において開かれ、
2,995人の組合員が出席した。
　営農関係の案件を中心に役職員が説明した
（写真＝横手地区の座談会の様子）

職
員
の
退
職
者
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
事
異
動
も
あ
る
た
め
、

業
務
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
昨
年
度
は
定
年
退
職
者
（
子
会
社
転
籍
含
む
）
17
名
の
他
に
、
18

名
の
中
途
離
職
者
が
お
り
ま
し
た
。
年
度
ご
と
の
職
員
採
用
計
画

お
よ
び
離
職
者
対
策
等
を
含
め
、
早
急
な
人
員
確
保
の
手
立
て
が
必
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
業
務
に
支
障
が
無
い
よ
う
今
後

も
人
事
管
理
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ａ

　その他のご質問やご意見については11月に
発行予定の「座談会特集号」において回答させ
ていただきます。
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October 2018

▲粟津信幸部会長は「安全安心にリンゴが消費地に届けら
れることを期待したい」と話した

▲神事を行い、有利販売や作業、輸送の安全などを祈願した ▲ミス・フレッシュによる試食を実施した

▲テープカットを行う関係者。この後、早生種「つがる」
８㌧を載せたトラックが関西市場へ向け出発した

りんご出発式
有利販売や作業
輸送の安全を祈願し出発
　りんご部会は９月４日、醍醐選果場で出発
式を開き、全国の取引市場11社や部会員な
ど50人が参加しました。式典では神事を行
い、有利販売や作業、輸送の安全を祈念。続
いてドライバーへの花束贈呈やテープカット、
「ガンバロー三唱」を行いました。早生種「つ
がる」の試食会も行い、県産青果物キャンペー
ンガール「ミス・フレッシュ」の２人が参加
者へ振る舞いました。

　今年度産のリンゴの生育は高温干ばつ傾向
が続きましたが、平年並に推移。シャリシャ
リとした硬い食感で、甘みも乗り、上々の出
来となりました。早生種の「さんさ」の収穫
は８月27日、「つがる」は８月28日から開始。
９月下旬には中生種の「やたか」、さらに10
月下旬からは「王林」「ふじ」の収穫が続き、
２月まで県内や関東、関西市場へ出荷する予
定です。
　同部会は今年度出荷量6000㌧、販売額12
億円を目指しています。

8JA通信 2018.10



October 2018

　西瓜部会は９月５日、販売実績検討会を横
手セントラルホテルで開き、行政や全国21
の市場、部会員など100人が参加しました。
今年度産のスイカの生育は７月中旬以降の高
温干ばつにより日焼け果の発生や切り上がり
の前進などで出荷量が5,218㌧と部会目標の
6,000㌧には届きませんでした。しかし、販
売面では高温傾向が追い風となり堅調に推移
し、シャリ感、糖度ともに好評であったこと
も高単価販売を後押し。販売金額が部会目標
の11億円を超える見込みとなりました。市
場担当者からは県オリジナル品種「あきた夏
丸」の食味を評価する声が多く、年々需要が
伸びている「あきた夏丸チッチェ」について
も増産を求める声が上がりました。佐々木徹
部会長は「生産者一人一人が責任を持ち、信
頼される生産地を造り上げよう」と呼び掛け
ました。 ▲次年度の生産に向け積極的な意見交換が行われた

▲あいさつをする佐々木部会長

西瓜販売実績検討会
数量減も高単価維持
販売金額11億円超へ

▲規格基準を確認する検査員

▲あきたこまちの品種見本

農産物検査員進発式
公正な目で
確実な検査誓う
　ＪＡは９月20日、八沢木倉庫で農産物検
査員進発式並びに検査目ぞろえ会を開き、農
産物検査員の資格を持つＪＡ職員50人が参
加しました。検査にあたって関係法および業
務規程に従い、適正な農産物検査を行うこと
を確認しました。
　今年度産米の特に注意する点として、登熟
期の高温などの影響による心白粒やカメムシ
の発生量が多かったことによる着色粒の混入
が多くなると予想。検査員には県ＪＡ農産物
検査協議会で作成した今年産米の１等米と２
等米の検査見本米を配布。実際に水稲うるち
玄米を手に取りながら規格基準を確認し合い
ました。
　なお検査は９月19日から阿気倉庫を皮切
りに各地区の倉庫で開始。初日は全量１等米
という格付結果となりました。
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▲山田さんの指導を受ける生徒（平鹿）

▲ハウスキュウリの後片づけ作業を体験する生徒
（十文字）

シャインマスカット品評会
更なる技術向上へ
品評会 “初 ” 開催
　ＪＡと同ＪＡぶどう無核会は生産者の栽培
技術と生産意欲の向上につなげようと、９月
28日、よこてシャイニーパレスでシャイン
マスカット品評会を初めて開きました。県や
市、同会会員など39人が参加。同会会員が
丹精込めて育てた自慢のシャインマスカット
27点が出品され、県果樹試験場や市場の担
当者など６人の審査員が、房の形状や粒のそ
ろい、糖度など同ＪＡへの出荷基準を基にし
た６項目について厳正に審査しました。
　審査委員長を務めた県果樹試験場の大隅専
一場長は「天候不順による開花期の不ぞろい
や、７月中旬の高温干ばつなど、栽培に不利
な条件がそろったともいえる年であったが、
それらを乗り越え素晴らしい品がそろった。
生産者の栽培技術の高さがうかがえる」と講
評しました。
　同会の小川忠洋会長は「品評会を契機とし
て、管内のシャインマスカットを全国に広め
られるよう、更なる栽培技術の向上に努めて
いこう」と呼び掛けました。

▲審査の様子

▲第１席となる秋田県平鹿地域振興局長賞には鈴
木靖之さんが選ばれ、父の三郎さんが代理受賞した
（左）

清陵中農業体験
将来の職業観養成
青年部16人が受入
　生徒たちに将来の職業観を養ってもらおう
と、秋田県立横手清陵学院中学校（信

し ん た

田正
ま さ ゆ き

之
校長）は、９月19日に農業体験を行いました。
　同校２年生66人が16班に分かれ、地元農
家のもとで農作業に挑戦しました。
　総合的な学習として行う同校の職業体験は
今年で８年目。ＪＡ青年部に所属する16人
の農家が受け入れました。このうち、リンゴ
を栽培する平鹿地区の山田浩平さんの園地で
は、４人の生徒がリンゴの着色に必要な摘葉
作業に挑戦。日光がしっかりと当たるように
リンゴの周囲にある葉を落とし、作業漏れが
ないようにひとつひとつ確認しながら作業を
行いました。
　体験した生徒の一人は、「山田さんに教わ
りながら楽しく作業ができた」と笑顔で話し
ました。生徒を受け入れた山田さんは「体験
活動を通じて、将来どのような形でもかまわ
ないので農業に触れてもらえたら」と期待を
込めました。
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女性塾開講式・第１回目講座
月イチ！きらきら
ユニカールで健康増進

▲ユニカールを楽しんだ受講生。講座終了後も
「まだまだできそう」と話していた

秋まつり大盛況
芸術文化を体感
旬の味覚にも舌鼓
　９月２日、金沢支店は、組合員や地域住民
との親睦を深める支店協同活動の一環として
金沢ライスセンターで地区秋まつりを開きま
した。ステージでは子どもたちの八幡太鼓の
演奏や地区民謡同好会によるショー、助け合
い組織による体操、打ち上げ花火を行い、に
ぎわいを見せていました。
　９月16日にはＪＡが「山内いものこまつ
りin鶴ヶ池」（主催：同実行委員会）に参加
しました。山内いものこ部会員が４つの大鍋
で4000食のいものこ汁を作り、ＪＡ職員が
１杯400円で販売。好評のうちに完売しまし
た。いものこ汁を初めて食べた県外の来場者
は「想像以上に粘りがすごくて、おいしかっ
た。また食べに来たい」と話していました。

▲太鼓や花火、屋台などでにぎわいを見せた（金
沢地区秋まつり）

▲大鍋でいものこ汁を作り、来場者に振る舞った
（山内いものこまつり）

　ＪＡは９月20日、第７期女性塾開講式を
平鹿支店で開き、管内在住の30代から50代
の女性32人が第７期受講生として入塾しま
した。９月から２月にかけて月に一度実施す
るもので、「健康」や「見学」「流行」「手芸」
「美容」「料理」の６つのテーマでカリキュラ
ムを組んでいます。
　開講式ではＪＡの鷹田直専務が「地域活性
化の原動力は女性。いろんなことを学習しな
がら地域作りにつなげてもらいたい」とあい
さつし、受講生にエールを送りました。
　第１回目講座は「健康」をテーマに雑誌「家
の光」10月号記事紹介の後、平鹿体育館に
場所を移して、屋内で楽しむカーリング「ユ
ニカール」を行いました。３人ずつにチーム
を作り、計10チームが５レーンで白熱した
試合を展開。参加した受講生は、「良い運動
になって楽しかった」と笑顔で感想を話して
いました。

▲白熱した試合を展開。歓声を上げてチームで喜
ぶ一幕もあった
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【
き
の
こ
と
は
】

　

き
の
こ
は
動
物
で
も
植
物
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ビ
と
同
じ
菌
類

で
、
種
で
は
な
く
胞ほ

う

し子
で
増
え
ま

す
。
菌
類
の
う
ち
で
、
胞
子
を
つ

く
る
部
分
（
子し

じ

つ

た

い

実
体
）
を
目
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
大
き
な

菌
を
き
の
こ
と
呼
ん
で
お
り
、
き

の
こ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
は

名
前
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
約

３
０
０
０
種
、
世
界
で
は
約
２
万

種
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
き
の
こ
の
旬
】

　

き
の
こ
は
１
年
を
通
し
て
育
ち

ま
す
。
気
温
が
下
が
り
、
雨
が

降
っ
て
土
の
水
分
が
増
え
る
な
ど

菌
糸
が
刺
激
を
受
け
る
と
子
実
体

が
作
ら
れ
ま
す
。
秋
が
き
の
こ
狩

り
の
シ
ー
ズ
ン
と
言
わ
れ
る
の
は
、

き
の
こ
に
と
っ
て
秋
の
気
候
が
子

実
体
の
作
ら
れ
る
刺
激
と
な
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
梅

雨
の
時
期
に
あ
た
る
６
月
～
７
月

も
き
の
こ
の
生
育
に
適
し
て
い
る

た
め
、
旬
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
き
の
こ
の
種
類
】

　

き
の
こ
の
種
類
は
大
き
く
２
種

類
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
は
植
物
で

は
な
い
た
め
、
光
合
成
を
用
い
て

自
分
で
栄
養
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
枯
木
や
落
葉
な
ど
を
分

解
し
て
養
分
を
得
る
「
腐ふ

せ

い

せ

い

生
性
き

の
こ
」
と
、
生
き
た
木
の
根
に
く
っ

つ
い
て
共
生
し
な
が
ら
栄
養
を
得

る
「
菌き

ん

根こ
ん
せ
い性

き
の
こ
」
が
あ
り
ま

す
。

【
き
の
こ
の
栽
培
】

　

シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
エ
ノ
キ

タ
ケ
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
な
ど
腐
生
性

き
の
こ
は
人
工
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
樹
木
に
種
と
な
る
菌
を
植
え

付
け
栽
培
す
る
原
木
栽
培
や
、
ビ

ン
や
箱
に
お
が
く
ず
や
チ
ッ
プ
を

入
れ
て
栽
培
す
る
菌
床
栽
培
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ツ
タ
ケ
や
ホ
ン
シ
メ
ジ
、
ト

リ
ュ
フ
な
ど
の
菌
根
性
き
の
こ
は

ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
根
と
共
生
し
な

が
ら
育
つ
た
め
、
人
工
栽
培
が
で

き
ず
、
自
然
に
生
え
た
も
の
を
採

取
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
７
年
に
韓
国
で
マ
ツ
タ
ケ

の
人
工
栽
培
に
成
功
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
高
価

で
な
か
な
か
気
軽
に
購
入
す
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
マ
ツ
タ
ケ
が

今
後
手
軽
に
購
入
で
き
る
日
も
近

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【園芸指導
】

秋の味覚
“きのこ”について
【指導員】　園芸課　鈴木　琢磨

　

朝
晩
の
気
温
も
下
が
り
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
秋

田
ふ
る
さ
と
は
県
内
一
の
き
の
こ
産
地
で
す
。
秋
が
旬
と
言
わ
れ
て
い

る
き
の
こ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
秋
が
旬
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
意
外
と
知
ら
な
い
き
の
こ
の
生
態
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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地元の高校生が行く！

突撃！
アグリリポート

雄物川高校

　私たち雄物川高校家庭クラブは雄物川町の佐藤一夫さ
ん・栄

え み こ

美子さん夫妻を訪問し、稲刈りの様子を取材しまし
た。一夫さんは「あきたこまち」を４ha栽培しており、米
の他にホウレンソウも出荷しているそうです。
　稲作の難しいところは「水」の管理だそうです。おいし
い米を作るためには水が大切で、今年のような猛暑の年は
水がすぐに干上がってしまうので調整が難しいそうです。
逆に夏に涼しすぎることも米にはよくないそうで、おいし
く育てるためにはたくさんの苦労があると思いました。し
かし、大変なこともある分、収穫した時の喜びも大きく、
それがやりがいだとお話してくださいました。
　また、私たちは農作業時の「おやつ」についても教えて
いただきました。今は機械で作業しているので短時間で稲
刈りできるようになりましたが、昔は全て手作業で重労働
だったため、腹もちのよい食べ物をおやつとして食べてい
たそうです。この日はもち米で作ったおいなりさんと卵寒
天をごちそうになりました。栄美子さんは近所の方などと
情報交換をして、「おいしい」と話題になったものを作って
みたりしているそうです。この日いただいたおやつはどれ
もとてもおいしく、みんなで食べるとさらにおいしくなる
ものだと思いました。この日は、一夫さんの同級生の方も
稲刈りのお手伝いをしていて、人とのつながりや助け合う
ことの大切さも感じました。
　佐藤さん夫妻は楽しみながら生涯現役で農業をやること
が目標だと笑顔でお話してくださいました。私たちも何事
も楽しみながら頑張っていきたいです！お忙しい中ありが
とうございました。

１年伊藤彩香さん  ３年佐藤二知翔さん  ３年畠山春花さん  １年佐藤達也さん

137時間目「稲刈り最盛期！今と昔の農
作業についてお話を聞いてみよう！」

（取材日９月26日）

お話をうかがって

人とのつながりや

助け合いの大切さも

学びました！

昔、農作業の合間に食べられていた「おやつ」についても教えていただきました！

取材させていただいた佐藤さんご夫妻

コンバインに乗って

稲刈りも体験させて

いただきました！

間近で稲刈りを見るのは初めて

卵寒天と
おいなりさん

おいしい！

作業後の
一服は格別！

お話も弾みました



明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る新

山　

武
さ
ん

■　

十
文
字

　
　
　

営
基
盤
を
作
っ
て
く
れ
た
両
親
に

感
謝
し
、
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
農

業
に
邁ま

い
し
ん進

し
て
い
き
た
い
―
。

　

３
人
姉
弟
の
長
男
と
し
て
育
っ
た
武
さ

ん
。
大
学
卒
業
後
、
自
動
車
関
係
の
会
社

に
就
職
し
、
４
年
間
会
社
員
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
会
社
員
と
し
て
働
く
中
で
「
経

営
者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
沸
き

あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
農
業
は
良
く

も
悪
く
も
自
己
責
任
。
自
分
の
性
格
に
向

い
て
い
る
と
感
じ
た
」
と
帰
郷
を
決
意
。

26
歳
で
就
農
し
ま
し
た
。

　

就
農
当
時
は
水
稲
と
大
豆
の
み
の
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
面
積
を

増
や
し
、
現
在
で
は
小
麦
と
ソ
バ
の
生
産

も
行
っ
て
い
ま
す
。「
４
品
目
に
す
る
こ

と
で
作
業
の
一
極
集
中
を
無
く
し
、
万
一

の
リ
ス
ク
の
分
散
に
も
繋つ

な

が
る
」
と
武
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
水
稲
以
外
の
作
物
は
、

毎
年
同
じ
圃ほ

場
に
作
付
を
続
け
る
と
次
第

に
生
育
不
良
と
な
り
収
量
の
減
少
に
も
繋

が
る
連
作
障
害
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
連

作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
武
さ
ん
は
３
年

４
作
水
田
輪
作
体
系
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
あ
る
圃
場
で
１
年
目
に
水
稲
を

経輪
作
体
系
の
確
立	

作
付
し
た
場
合
、
２
年
目
に
は
大
豆
、
３

年
目
に
は
ソ
バ
と
小
麦
の
二
毛
作
を
行
う

と
い
う
よ
う
に
品
目
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

さ
せ
な
が
ら
栽
培
を
行
う
営
農
ス
タ
イ
ル

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
品
質
と
収
量
の
安
定

化
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
の
多
い
輪
作
で
す
が
、
水
田

を
一
度
畑
に
す
る
と
土
が
硬
く
な
り
代
か

き
に
難
儀
し
た
り
水
持
ち
が
悪
く
な
る
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

武
さ
ん
は
「
土
が
硬
い
」
と
い
う
点
に

着
目
。
採
用
し
た
の
が
水
稲
の
直ち

ょ
く
は播

栽
培

で
し
た
。
６
年
前
に
直
播
用
の
機
械
を
借

り
試
験
的
に
導
入
。
直
播
し
た
種
子
は
土

に
沈
み
過
ぎ
る
と
発
芽
率
が
低
下
し
て
し

ま
う
た
め
、
硬
め
の
土
と
直
播
は
相
性
が

抜
群
で
し
た
。
導
入
当
初
は
直
播
栽
培
に

登
録
が
取
れ
て
い
る
農
薬
が
少
な
く
、
防

除
の
面
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
年
々
使
用

で
き
る
農
薬
の
種
類
も
増
え
、
現
在
は
防

除
の
選
択
肢
も
広
が
り
ま
し
た
。
直
播
栽

培
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
「
分
げ
つ
を

早
期
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、

田
植
え
作
業
も
早
く
な
り
、
使
用
す
る
種

子
の
量
も
苗
箱
を
利
用
す
る
場
合
と
比
べ

て
半
分
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
手
応

発
想
の
転
換	
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４．汎用コンバイン。大豆や小麦だけでなく、水稲も
刈り取ることができる（撮影日９月18日）

新山　武さん（38）
■栽培品目　水稲：６ha（あきたこまち、
萌えみのり、秋田63号各２ha）小麦：５ha
大豆：14ha　ソバ：５ha

え
を
感
じ
て
お
り
、「
苗
箱
運
び
が
大
変

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
無
く
な
る
の
は
助

か
る
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。
今
で
は

「
萌
え
み
の
り
」
の
全
面
積
を
直
播
で
栽

培
す
る
ま
で
に
な
り
、
今
後
は
さ
ら
に
「
種

子
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

一
緒
に
殺
菌
剤
処
理
を
施
し
、
い
も
ち
病

の
対
策
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
」
と

常
に
一
歩
先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　

武
さ
ん
は
息
子
の
耕こ

う
せ
い生

く
ん
に
も
将
来

農
家
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
が
、「
無
理
や
り
に
跡
を
継
げ
と
言
う

つ
も
り
は
な
い
」
と
語
り
ま
す
。「『
子
ど

も
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
』
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
ど
、
働
く
自
分
の
姿
を
見

せ
る
こ
と
で
自
然
に
農
業
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、
そ
れ
が
親
の
役

親
父
は
背
中
で
語
る	

割
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
、「
そ
の

た
め
に
は
『
僕
の
お
父
さ
ん
っ
て
カ
ッ
コ

イ
イ
な
』
と
思
わ
れ
る
親
父
で
あ
り
た
い
」

と
武
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　
「
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
常

に
ア
ン
テ
ナ
は
高
く
張
り
、
最
先
端
技
術

の
導
入
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に
貪
欲
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
た
い
」
と
語
る
武
さ

ん
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

を
利
用
し
た
農
業
に
も
着
目
し
て
お
り
、

「
現
在
の
圃
場
の
状
態
が
家
に
い
な
が
ら

わ
か
る
時
代
が
く
る
」
と
更
な
る
作
業
の

効
率
化
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

両
親
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
武
さ

ん
は
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を
吸
収
し
な

が
ら
加
速
を
続
け
、
今
日
も
農
業
者
の
先

頭
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
く	

３．ブームスプレーヤー。防除の効率化に欠かせない存在
（撮影日９月18日）

１．２．播種機。品目によって
使い分ける（撮影日９月18日）

解
決
で
き
な
い
問
題
は
な
い
。

　
　
　
答
え
が
出
な
く
て
も
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
―
。

５．汎用コンバインでの刈取り作業（撮影日９月19日）

4

24 3

1

5
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レシピ　

サ
ト
イ
モ
の
原
産
地
は
イ
ン
ド
東

部
～
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
と
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
稲
作
よ
り
も
早
く
縄
文
時

代
か
ら
食
さ
れ
、「
万
葉
集
」
の
歌

に
も
詠
ま
れ
る
な
ど
古
く
か
ら
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ト
イ
モ
は

根
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
茎
が
肥
大

化
し
た
も
の
。
親
芋
、
子
芋
、
孫
芋

と
続
く
こ
と
か
ら
子
孫
繁
栄
の
縁
起

物
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
食
代
わ
り
、
お
か
ず
に
大
活
躍

の
サ
ト
イ
モ
。
煮
物
や
汁
物
は
も
ち

ろ
ん
、
揚
げ
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

山
内
い
も
の
こ

　
「
山
内
い
も
の
こ
」
は
、
横
手
市

山
内
特
産
の
サ
ト
イ
モ
。
高
温
多
湿

の
中
山
間
地
で
一
日
の
寒
暖
差
が
大

き
い
特
有
の
気
候
と
土
壌
が
生
み
出

す
ま
ろ
や
か
な
粘
り
が
特
徴
で
す
。

一
昨
年
、「
山
内
い
も
の
こ
」
は
地

域
で
一
体
的
な
生
産
振
興
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
県
特
有
の
ブ
ラ
ン
ド

に
な
り
得
る
も
の
と
し
て
、
県
か

ら
「
あ
き
た
の
逸
品
」
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
山
内
い
も
の
こ
部
会

は
、
高
品
質
生
産
に
取
り
組
み
、
こ

れ
か
ら
も
消
費
者
に
お
い
し
さ
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

今月は

サトイモ

● 材料（４人分）

【 サトイモの煮っころがし～みそ風味～ 】

・サトイモ	 12個
・スナップエンドウ	 4本
・すりごま	 大さじ1
・オリーブ油	 大さじ1/2
・サラダ油	 適宜
・合わせみそ
　　田舎みそ	 大さじ2
　　料理酒	 大さじ1
　　みりん	 大さじ1
　　砂糖	 大さじ1/2
　　おろしショウガ	 小さじ1
　　おろしニンニク	 小さじ1/2
　　おろしタマネギ	 小さじ1

　素揚げにするときはとにかくカリッ
と揚げること。

①サトイモは皮をむき、水大さじ1（材
料外）を入れた皿に載せ、ラップフィ
ルムを掛け軟らかくなるまで電子レ
ンジで加熱する。

②①の粗熱を取り、180度のサラダ油
で素揚げにする。

③ボウルに合わせみその材料を混ぜ合
わせる。

④フライパンにオリーブ油を熱し、合
わせみそを入れ加熱し、②を入れ手
早く絡める。

⑤④を器に盛り、ゆでたスナップエン
ドウを散らし、すりごまを回し掛ける。

「キッチン晴人」の
オーナーシェフ

永
な が い

井　智
ともかず

一
1975年茨城県水戸市生まれ。高
校卒業後、都内のすし店で修業
後、帰郷し懐石料理を学ぶ。
2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」
をオープンし、地元農産物を生
かした料理を提供中！

　 ｐｏｉｎｔ ／／
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健康情報

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

透析療法と糖尿病

平鹿総合病院　臨床工学科
中田　由佳子

　みなさんは臨床工学技士という職種をご存知でしょうか。
　「いのちのエンジニア」とも呼ばれるこの職種は、医療施設において機器の操作・
点検・整備することにより医療をサポートする医療機器のスペシャリストです。臨
床工学技士が扱う機器の代表的なものとして、人工心肺・ペースメーカー・透析療
法・人工呼吸器などがあげられ、今回はその中の「透析療法」についてお話したい
と思います。

　透析療法　（以下、透析）　とは、人工的に血液中の余分な水分や老廃物を取り除
き、血液をきれいにする働きを腎臓に代わって行う治療法です。透析は腎臓の機能
を回復させる治療法ではありませんが、正しく管理をすることで自分らしい生活を
送ることの出来る治療です。
　現在の透析患者数は約33万人に上り、その中でも「糖尿病」により透析導入とな
る割合が１番多くおよそ44％を占めています。
　糖尿病、きっと誰もが１度は耳にしたことのある病気ですね。糖尿病の原因は１
型と２型の２種類に分けられますが、２型糖尿病は最も一般的な糖尿病で10人に９
人以上はこのタイプと言われています。２型糖尿病になる要因は様々ですが、食生
活などの環境因子と体質（遺伝）の組み合わせで起こると考えられています。糖尿
病神経障害・糖尿病網膜症・糖尿病腎症、これらは糖尿病の３大合併症であり、糖
尿病腎症は高血糖よって、腎臓にある非常に細い血管がむしばまれることで発症し
ます。進行すると、老廃物を尿として排泄する腎臓の機能が失われてしまうため、
最終的に透析治療が必要となります。しかし、血糖値を正常に保つことで病気の進
行を抑えることは可能です。血糖をコントロールするためには、食事療法・運動療
法による生活習慣の改善や薬の使用を含めた適切な治療がとても大切になります。
治療と向き合うことは自分の体や生活を見直すきっかけとなりますので、正しい知
識を身につけ体調を整えましょう。
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元気なお年寄りをご紹介します。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
20
種
類
以

上
の
野
菜
を
栽
培
し
て
お
り
、
収

穫
期
が
重
な
る
と
て
ん
や
わ
ん
や

に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
、「
野

菜
作
り
は
難
儀
」
と
話
す
昭
子
さ

ん
で
す
が
、「
野
菜
作
り
が
好
き

だ
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
」
の
だ
そ

う
。
毎
日
畑
に
赴
き
、「
日
々
成

長
し
て
い
く
野
菜
た
ち
の
姿
を
見

る
の
が
楽
し
い
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
ま
す
。

　

大
き
な
病
気
も
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
昭

子
さ
ん
。「
体
が
動
く
限
り
は
野
菜
作
り
を
続

け
た
い
」
と
目
標
を
語
り
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い
き
た
い
―
。

今
日
も
昭
子
さ
ん
は
絣か

す
り

の
も
ん
ぺ
と
エ
プ
ロ
ン

を
身
に
ま
と
い
、
昨
日
よ
り
も
成
長
し
た
野
菜

が
待
つ
畑
に
向
か
い
ま
す
。

【大雄】　小野　昭
しょ う こ

子さん（74）

「
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い
き
た
い
」

　

小
野
昭
子
さ
ん
は
息
子
の
博
則
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
野
菜
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
メ
イ
ン
の
作
物
は

約
１
㌶
の
枝
豆
。
朝
４
時
半
に
起
床

し
、
前
日
に
収
穫
し
て
お
い
た
枝
豆

の
洗
浄
作
業
と
袋
詰
め
を
行
い
ま

す
。
収
穫
後
の
枝
豆
に
は
細
か
い
ゴ

ミ
や
泥
な
ど
の
汚
れ
が
付
い
て
い
る

た
め
野
菜
洗
浄
機
に
入
れ
て
水
洗
い

し
ま
す
。
野
菜
洗
浄
機
を
導
入
す
る

前
は
手
作
業
で
洗
浄
し
て
い
た
た
め
、

「
豆
洗
い
が
一
番
大
変
な
作
業
だ
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
９
時
ま
で

に
出
荷
作
業
を
終
わ
ら
せ
、
遅
め
の

朝
食
を
と
り
ま
す
。
朝
食
後
は
圃ほ

場

に
向
か
い
収
穫
作
業
を
し
、
再
び
洗

浄
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

枝
豆
の
作
業
が
落
ち
着
い
て
い
る
時

期
は
朝
採
り
野
菜
へ
の
出
荷
や
営
農
セ

ン
タ
ー
の
直
売
所
で
販
売
す
る
野
菜
の

栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。
種
苗
店
で
種

を
購
入
し
苗
を
作
る
の
で
す
が
、
そ
の

作
業
は
博
則
さ
ん
の
仕
事
。「
種
苗
店

か
ら
は
苗
作
り
は
難
し
い
と
言
わ
れ
る

品
種
で
も
上
手
に
作
っ
て
く
れ
る
」
と

昭
子
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
に
語
り
ま
す
。

↑カブ「もものすけ」

↓インゲンの誘引作業

↑地這いキュウリ
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③校 正
　原稿記述や表記の最終確認を
します。赤ペンなどで直し、修
正する箇所がない場合は校了と
なります。

意外と知らないＪＡの仕事を
ＪＡ新採用職員が密着します。

を知ろう
！

学ぼう！
取材にあたり、農業体験を実施した横手清陵学院中学校の皆さん
とＪＡ青年部の皆さんにご協力をいただきました！

今
回
は
、「
広
報
誌
作
り
」に

密
着
し
ま
す
！

十文字支店 佐々木　悠紗

は
い
！
撮
り
ま
す
！

笑
顔
で
！

農
業
体
験
を
や
っ
て

み
て
い
か
が
で
す
か
？

夢
中
に
な
っ
て
作
業
が

で
き
る
の
で
と
て
も

楽
し
い
で
す
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
も

編
集
し
て
い
ま
す
！

編
集
す
る
際
は
「
お
た
よ
り
」
な

ど
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
ご
要
望

も
誌
面
反
映
で
き
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
表
現
を

摸
索
し
て
い
ま
す
。

総務企画部　総務課　広報担当

（き）こと　髙田　貴和子

生産者の方や
生徒の皆さんにインタビュー

　記事を作成するにあた
り、情報収集をします。写真
撮影はもちろん、対象者の
方にお話をうかがいます。

②編 集
　取材後、事務所に戻り、パソ
コンで編集を行います。レイア
ウトを決め、出来上がった原稿
を印刷業者に入稿します。

総務企画部　総務課　広報担当

（み）こと　小松谷　穂
みのり

皆さんのおた
よりを

待っています
！

皆さんの協力を得て完成します！

①取 材

　この後、業者で印刷、製本をして納品と
なり、広報誌「ＪＡ通信ふるさと」が読者
の皆さんの手元に届けられます！

　広報誌の取材に同行して、撮影やインタビュー
を体験しました。実際に様々なところに出向い
て、自分の目で見て直接聞くことで、ＪＡや地域
の身近な取り組みを知り、伝えることができると
考えました。



秋
晴
れ
に

　
　

黄こ
が
ね金
の
波
を

　
　
　
　
　

床
屋
す
る

小
野　

良
子
さ
ん（
雄
物
川
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

街き

ゃ

ど道
走
る

　
　

車
窓
に
乱ま

う舞
や

　
　
　
　
　
　

秋コ
ス
モ
ス桜
の
花

　

松
井　

タ
ヱ
子
さ
ん（
横
手
）

夏
太
り

　
　

水
か
ら
食
に

　
　
　
　
　

デ
ブ
の
秋

　
Ｐ
．Ｎ 

デ
ブ
バ
ー
バ
さ
ん（
十
文
字
）

バ
バ
ヘ
ラ
の

　
　

パ
ラ
ソ
ル
消
え
て

　
　
　
　
　
　

も
う
秋
だ

　
Ｐ
．Ｎ 

新
米
シ
ニ
ア
さ
ん（
大
森
）

収
穫
の

　
　

秋
は
寄
鍋

　
　
　
　
　

具
沢
山

　
Ｐ
．Ｎ 

ひ
ま
つ
ぶ
し
さ
ん（
雄
物
川
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『秋』

応募作品数…27作品
■「稲刈り」という言葉を使わずに

上手に表現されています。刈取り
後に株が残る姿はさながら少年の
坊主頭のようですね。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●西日本の豪雨被害や北海道を
震源とする地震など立て続けに
発生しました。防災記事に改め
て考えさせられ、明日は我が身
となるかもしれない自然災害に
家族で話し合わなければならな
いと感じた特集でした。ありが
とうございました。
	 ／平鹿　Ｒ・Ｓさん（68）

●災害年表を見て、身の回りの
被害（倒木）を思い出した。改
めて備えが大事だと思った。
	 ／横手　Ｋ・Ｔさん（61）

●つい最近まで“秋田は台風も
来ないし雪害だけだ”と勝手に
思い込んでいましたが、考えを
改めざるを得ませんでした。風
水害もたくさん受けているんで
すね。これを機に防災意識を高
めて自助、共助の気持ちで身を

守っていきたいです。
	 ／雄物川　Ｓ・Ｓさん（67）

●災害はいつ起きても不思議で
はないですね！
	 ／金沢　Ｔ・Ｍさん（90）

●防災特集がとても参考になり
ました。毎年自然災害が全国的
に広がる中で、常に備えておく
ことがとても大切だと思いまし
た。
	 ／雄物川　Ｔ・Ｏさん（30）

　防災特集の反響が非常に大き
く、掲載してよかったなと感じ
ています。今年のいいニュース
として甲子園が沸きましたが、
彼らは本番に向け厳しい練習を
重ねてきました。練習は本番
前にやるから意味があります。
大会が終わってから練習を始め
ても遅いですよね。万一へ向け
た準備は万一が起こる前にしま
しょうね。

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【11月号のテーマ】「紅」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】10月29日㈪当日消印有効
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください

▲十文字 Ｙ・Ｋさん「料理する前に」

管内で珍品野菜が続々収穫！

～ミニ自まんこコンクール～

▲雄物川 Ｙ・Ｏさん「お尻美人の南瓜」

み
な
さ
ん
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
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①クロスワードパズルの答え

②住所

〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　

⑥当誌の受け取り場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

（ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　行）

タテのカギ

■9月号の答え／コスモス
■9月号の当選者／
小杉豊房さん
Ｐ．Ｎ．ケンちゃんじいちゃんさん
Ｐ．Ｎ．歩ばあばさん
■応募総数／69通
■正解者数／69通

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。
【応募先】
〒 013-0036　横手市駅前町６-22
ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　またはＪＡ秋田ふるさと
ホームページ http://www.akita-furusato.or.jp/ からでも OK。
「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）
【締　切】
　　　10月29日（月）当日消印有効

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

1	 馬に乗る人のこと
3	 マガモを改良して作られ

ました
5	 お金を借りると付くことも
6	 日本海軍が造った世界最

大の戦艦
7	 軍配を持って土俵に上が

ります
9	 神社で神事に奉仕する女

性
11	 泡立ててメレンゲを作り

ます
13	 田畑を耕す道具の一つ
15	 首都はハノイ。米の生産

が盛んな国です
17	 ──あれば憂いなし
19	 野球でランナーが滑り込

む所
20	 カトリックでは神父、プ

ロテスタントなら
21	 リレーの選手がつなぐ物

ヨコのカギ

1	 ギーッチョンと鳴く秋の虫
2	 図書館で専門的な仕事を

します
3	 海に潜って貝などをとる

職業
4	 目のこと。つぶらな──
6	 ゆらゆらとバランスを取

る玩具。長い腕を持つ人
の形をしています

8	 子（ね）と寅（とら）の間
10	 警察官や消防士、裁判官

はこれ
12	 黄門様のお膝元です
14	 決まった時間に寝起きす

る、──正しい生活
16	 渦巻き模様が付けられた

練り物
18	 二十世紀、新高などの品

種があります

これが終わった後
焼き●●や●●ごはんにしたくなります

子
供
か
ら
大
人
ま
で

大
人
気
の
ス
ヌ
ー
ピ
ー
が

落
ち
着
い
た
色
使
い
の

箸
・
箸
置
き
に
！

ピーナッツ箸・箸置セット
３名様にプレゼント！



展  示  会
日時：11月14日（水）　１０時～１５時　　会場：平鹿支店２階会議室
最新福祉用具の展示＆体験コーナー

★セニアカーの試乗もできます
注目1

今年もやります
！

人気の給食メニュー　試食会
美味しいと評判の！？

注目2

来場者に記念品をプレゼント♪注目3

介護相談コーナーも
あります！

お土産も
あるよ

主催　／
協力　／

福祉部
JA健康生き活き100歳プロジェクト

ＪＡ福祉レンタルサービス

【 　 お 問 い 合 わ せ 　 】
ＪＡ福祉レンタル

TEL  0182-56-0290　　FAX 0182-56-0295
担当：佐藤（利）、幕沢、佐藤（龍）

ＪＡバンクあきたアカデミー　窓口コンテスト
秋田県大会に平鹿支店ペアが出場

　９月15日に秋田市で開催された標記大会（主
催：農林中央金庫秋田支店）に当ＪＡ代表と
して平鹿支店の柴田江理子支店長補佐（上写真
＝左、下写真＝右）と太田美咲さん（上写真＝
中央、下写真＝右から２番目）のペアが出場し
ました。出場者はテラー役と上司役のペアで登
檀。お客様役との会話の中から情報を聞き、正
確な事務処理と顧客ニーズに合ったサービスを
分かりやすく説明できるかを審査され、同ペア
は特別賞に輝きました。同ペアは「他の参加ペ
アの窓口対応も参考になった。ぜひ今後に活か
していきたい」と感想を話していました。

平鹿総合病院　糖尿病教室のお知らせ
　糖尿病は適切な食事と運動をおこなうことで
合併症を起こすことなく健やかな生活を
送ることができます。
　糖尿病とうまく付き合っていくための
「糖尿病の正しい知識」を学んでみませんか。

第３回　糖尿病教室
日時／11月14日（水）　11時30分～13時30分
会場／平鹿総合病院２階　講堂
内容／「食事療法について」
参加費／1000円（昼食代）

＊開催日の１週間前まで下記のお問い合わせ先
に連絡いただくか消化器・糖尿病内科の外来
窓口にお申し出ください。

【お問い合わせ】平鹿総合病院　TEL0182-32-5253
（リハビリテーション科事務まで）受付時間９時～13時

退職者のお知らせ
　下記の職員が退職いたしました。
大変お世話になりました。
【９月25日付】　飛澤　大地（米穀課）

福祉部からのお知らせ
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理事会だより
【臨時理事会】
平成30年9月11日（火）
出席理事数32名（32名中）
議案（抜粋）
■平成30年産米の概算金設定について

ふるさとオートランド
自動車展示会のお知らせ

【第6回定例理事会】
平成30年9月27日（木）
出席理事数32名（32名中）
議案（抜粋）
■平成30年度第1四半期監事監査検
討・改善を要する事項に対する回答
について
報告事項（抜粋）
■平成31年産米営農計画書の取り纏
め状況について

職員新採用のお知らせ
　ＪＡ秋田ふるさとでは平成30年10月１日付で13人の職員を
新たに採用いたしました。（写真は入組式辞令交付の様子）

◆融 資 課　佐々木　美樹　◆横手営農センター　渡辺　純也
◆金 融 課　照井　信恵　　◆平鹿営農センター　栗谷　全

たもつ

◆金 融 課　藤原　瑠夏　　◆大 雄 支 店　伊藤　夕夏子
◆米 穀 課　中安　将太　　◆雄 物 川 支 店　後藤　美幸
◆果 樹 課　大沼　貴和子　◆十 文 字 支 店　田中　嘉代子
◆横手支店　髙橋　真希　　◆福 祉 課　柴田　美和子
◆横手支店　久米　航平

これからお世話になります。

日時／10月27日（土）～28（日）
　　　９時～17時
場所／（株）ふるさとオートランド
　　　展示場

●お買い得未使用車はじめ
　新車・中古車多数展示
●屋台コーナー
●自動ブレーキ（衝突回避支援システ
ム）体験コーナー
●ブリヂストンスタッドレス
　タイヤ予約特典あり
●豪華！成約記念品
●来場者プレゼントもご用意！
　詳しくは折込チラシをご覧ください

横手市安田字堰端96
TEL　0182-33-5995
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発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,665人

（正組合員）……………… 12,792人

（准組合員）………………… 4,351人

貯金………………… 1054億439万円

貸付金……………… 332億7350万円

購買品供給高………… 30億1977万円

販売品販売高………… 35億3672万円

共済保有高（保障）……4056億1757万円

（2018年8月末現在）

　

今
月
号
の
「
Ｊ
Ａ
を
知
ろ
う
！
学

ぼ
う
！
」
で
は
満
を
持
し
て
（
？
）

　

広
報
担
当
が
登
場
。
取
材
さ
れ
る

側
と
し
て
登
場
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
最

中
に
（
み
）
さ
ん
は
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
顔
の
修
正
を
試

み
て
い
る
よ
う
で
す
が
―
。
掲
載
さ

れ
た
の
か
否
か
そ
れ
は
、
見
て
の
お

楽
し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
き
）

　

自
他
共
に
認
め
る
イ
ン
ド
ア
派
の

私
で
す
が
、
今
年
は
思
い
切
っ
て
居

住
す
る
地
区
の
お
祭
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
お
神
輿
を
担
ぐ

と
い
う
経
験
を
し
た
記
憶
が
無
か
っ

た
の
で
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
し
て
初
め
て
高
校
時
代
の
同
級
生

が
２
人
も
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
る

こ
と
も
わ
か
り
、
何
事
も
「
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
も
の
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
次

の
日
に
私
の
全
身
を
襲
っ
た
筋
肉
の

痛
み
も
「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
の
で
し
ょ
う
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
み
）

　

昔
む
が
し
、
蕎
麦
が
大
好
ぎ
だ
平

太
っ
て
い
う
男
、
え
だ
け
ど
。
蕎
麦

屋
さ
行
げ
ば
、
必
ず
蕎
麦
十
五
杯
、

注
文
す
る
な
だ
け
ど
。

　

あ
る
日
、
蕎
麦
屋
の
店お

や

じ主
さ

「
こ
っ
た
に
通
っ
て
い
る
な
だ
お
の
、

一
杯
、
二
杯
ま
げ
だ
た
て
罰
当
だ
ら

ね
ゃ
べ
」
っ
て
言
っ
た
ば
、「
俺
ら
、

こ
れ
で
商
売
し
て
る
な
だ
が
ら
、
簡

単
に
な
ば
ご
馳
走
さ
れ
ね
ゃ
。
ん
だ

の
も
、
一
度
に
三
十
杯
食け

だ
ご
っ
た

ば
無タ

ダ料
に
す
る
。
そ
の
代
り
、
一
杯

だ
っ
て
残
せ
ば
、
代
金
は
三
十
杯
分

払
っ
て
も
ら
う
」
っ
て
言
っ
た
け
ど
。

平
太
、「
わ
が
っ
た
。
何
杯
で
も
食

う
。
七
日
後
、
来
る
が
ら
な
」
っ
て

言
っ
て
家
さ
戻
っ
た
け
ど
。

　

家
さ
戻
っ
て
「
な
ん
ぼ
な
え
だ
た

て
三
十
杯
な
ば
無
理
だ
な
。
ん
だ
の

も
、
蕎
麦
屋
の
店
主
ど
賭
げ
し
て
し

ま
っ
た
し
な
」
っ
て
思
案
し
た
ん
だ

ど
。 蕎

麦
食
い
平
太　

平
太
、
蕎
麦
屋
さ
行
ぐ
前
の
日
、

山
で
柴
採
り
し
て
だ
け
ど
。
し
た
ば
、

大
き
た
蛇
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
ど
出
で

き
た
ネ
ズ
ミ
ど
ご
ペ
ロ
っ
と
飲
み
込

ん
だ
け
ど
。
蛇
の
腹
、
プ
ク
っ
と
膨

ら
ん
だ
け
ど
。
黙
っ
て
見
で
だ
ば
、

ま
だ
ネ
ズ
ミ
出
は
っ
て
き
た
け
ど
。

二
匹
目
の
ネ
ズ
ミ
も
ペ
ロ
っ
と
飲
み

込
ん
だ
け
ど
。
次
々
ど
出
は
っ
て
く

る
ネ
ズ
ミ
十
匹
も
飲
ん
だ
な
で
、
腹

お
っ
ぷ
ぐ
れ
に
な
っ
た
け
ど
。
平
太
、

「
蛇
の
腹
の
中
、
何
ん
た
ふ
う
に
な
っ

て
る
な
だ
べ
。
俺
ら
さ
も
あ
の
腹
あ

れ
ば
、
蕎
麦
屋
の
店
主
さ
勝
で
る

ど
も
な
」
っ
て
思
っ
て
眺
め
で
だ

ば
、
蛇
、
重
で
ゃ
腹
引
ぎ
摺
り
な
が

ら
藪や

ぶ
か
ら原

さ
入
っ
て
行
っ
た
け
ど
。
平

太
、
秘こ

そ

っ
と
追ぼ

っ
て
行
っ
た
ば
、
見

だ
ご
ど
も
ね
ゃ
雑く

さ草
生
え
で
だ
け
ど
。

蛇
、
ペ
ロ
っ
と
舐
め
で
一
口
食
っ
た

ば
、
腹
、
ス
ー
と
凹
ん
だ
け
ど
。
平

太
、「
こ
り
ゃ
良え

ぇ
物
、
見
つ
け
だ
。

満は
ら
ち
ゃ腹

ぐ
な
っ
た
時じ

ぎ

に
食け

ば
、
腹
空
ぐ

な
」
っ
て
、
雑
草
持
ぢ
帰
っ
た
け
ど
。

　

翌
日
、
蕎
麦
屋
の
店
主
、
丼
三
十

個
並
べ
で
待
っ
て
だ
け
ど
。
平
太
、

店
主
が
盛
っ
た
蕎
麦
、
片
っ
端
が
ら

食
っ
て
、
と
う
と
う
三
十
杯
食
っ
た

け
ど
。
店
主
「
降
参
、
降
参
」
っ
て

負
げ
認
め
だ
け
ど
。
満
腹
ぐ
な
っ
た

平
太
、
蛇
み
で
ゃ
え
体
引
ぎ
摺
っ
て
、

家
さ
戻
っ
た
け
ど
。
床
さ
入
っ
て
懐

が
ら
雑
草
取
り
出
し
て
、
く
ち
ゅ
く

ち
ゅ
ど
噛
ん
で
飲
み
込
ん
だ
ど
。

　

翌
朝
、
平
太
、
な
ん
ぼ
し
た
た
て

起
ぎ
で
こ
ね
ゃ
け
ど
。
女か

が房
、
起
ご

し
に
行
っ
た
ば
、
平
太
の
着
物
さ
包

ま
れ
た
山
盛
り
の
蕎
麦
が
あ
る
け
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。


